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1. はじめに 

 超伝導線材の実用化には低コスト・高特性超伝

導薄膜形成プロセスの開発が不可欠である．成膜

方法としては固相成長を用いた有機金属塗布法

(MOD 法)が低コストかつ量産性に優れるが，輸送

電流量を向上させるために必要な厚膜化が難しい．

そこで当研究室では，高特性な超伝導薄膜の厚膜

化を目的として，有機金属溶液の濃度と超伝導薄

膜形成の依存性について検討してきた． 

 本研究では，MOD-REBCO 超伝導薄膜の厚膜化

及び高特性化を目指し，有機金属溶液の濃度と超

伝導薄膜形成の依存性ついて検討した． 

 

2. 実験方法 

 MOD 法による塗布溶液原料として，金属オクチ

ル酸(Gd,Ba 及び Cu)を用いた．まず，秤量した塗布

溶液を超音波洗浄機を用いて攪拌・加熱し，塗布溶

液の溶媒であるトルエンを揮発させた．揮発量か

ら溶液の質量パーセント濃度を算出し，様々な濃

度の塗布溶液を作製した．それらの溶液を用いて，

MOD 法により，LAO 単結晶基板上に GdBCO 薄膜

を作製した． 

  

3. 実験結果 

塗布溶液濃度検討について，作製した MOD-

GdBCO 膜の XRD 結果および断面 SEM 像を Fig.1

および Fig.2 にそれぞれ示した．Fig.1 に示す様に，

塗布溶液の濃度増加に伴い，ピーク強度が増加す

る傾向を示した．また，Fig.2 より濃度 15.0%溶液

で作製した膜は 1.0μmを超える膜厚を有しており，

塗布溶液の濃度増加により膜厚が向上したことを

示している．MOD-GdBCO 膜の Jc 特性など，より

詳細な塗布溶液濃度依存性については当日報告す

る． 

         

     Fig.1 MOD-GdBCO 膜の XRD パターン 

 

 

          Fig.2 MOD-GdBCO 膜の断面 SEM 像 
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